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歳比例も参政党へ 及川たいすけ
プロフィール

1978年生まれ、46歳。1997年仙台育英学園高校卒
業。岩手県金ケ崎在住。約20年の外食産業経験を経
て、現在は自動車部品製造工場勤務の会社員。趣味は
読書、神社巡り、野菜作り。家族構成は妻と子供2人。

の柱

日本人を守り抜く
～食と健康・一次産業～

米の確保と食の安全

GoToトラベルで医療費削減

金儲け医療・WHO
パンデミック条約に反対

食料自給率100%、食品表示法の改善、
オーガニック給食を推進する。

健康で医療費削減に協力した高齢者には国内旅行券を
配布し外国人に依存しない観光業に再構築する。

医薬品業界や各国の利権が絡むWHO主導の
新型感染症対策を見直す。

護憲でも改憲でもなく、ゼロから憲法を創ることで
国民の意識改革を促す。

の柱

日本人を育む
～教育・人づくり～

偏差値重視の管理教育を廃止

子供一人につき月10万円

憲法づくりで政治に哲学を
参政党の憲法草案はこちら▶

安心して子育てできる経済支援。

偏差値重視の管理教育から
“愛と勇気を育む“人格形成教育に変える。

0～15歳に月10万円の教育給付金を支給する。

日本人を豊かにする
の柱 ～経済・産業・移民～

集めて配るより、まず減税

勝つ産業 で日本再興

行き過ぎた
外国人受け入れに反対

国民負担率を上限35%に抑え、減税と社会保険料削減で
給料の2／3は手取りで残す。

日本は日本人で支える国に。
移民の課題は「外国人総合政策庁」で一括して取り組む。

人工知能・製造業（自動車など）・サブカルチャーを
重点政策「三本の矢」として支援する。




